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、

羅

北
米
合
衆
国
に
於
け
る
農
耕
地

「

結

目

高

岡

熊

雄

近
時
北
米
合
衆
国
に
於
け
る
製
造
業
は
長
足
の
進
歩

を
な
し
、
將

に
農
業
国
よ
り
し
て

一
韓
し
て
工
業
国
た

ら
ん
ε
す
る
が
如
き
有
様
な
る
も
農
業
は
省
依
然
こ
し

て
重
要
な
る
生
産
業
た
り
。
將
來
農
業
界
の
畿
展
如
何

は
濁
b
斯
國
の
國
氏
麗
濟
の
盛
衰
ε
密
接
な

る
關
係
あ

る
の
み
な
ら
す
、
叉
世
界
経
済

の
獲
蓬
に
至
大
な
る
影

響
を
及
ぼ
す

べ
き
も
の
め
る
を
以
て
識
者
は
常
に
本
問

題
に
射

し
て
注
意
を
怠
ら
ざ
る
な
り
。

べ
ー
ヵ
1
及
び

ス
ト
ロ
ン
グ
の
両
氏
雌
牛
出
版

の
農
務
省
年
報
に
於
て

「
北
米
合
衆
国
に
於
け
る
農
耕
地
」
な
る
題
目

の
下
に
土

地
利
用

の
現
歌
及
び
將
來
を
論
述
せ
り
、
吾
人

の
参
考

に
供
す

る
に
足
る
も
の
め
る
を
以
て
左
に
其
の
大
要
を

紹
介
す
。雑

談

北
米
台
茶
園
に
於
け
る
農
耕
地

・

=
、
現
在
の
農
耕
地

ノ

北
米
合
衆
国

に
於
け

る
農
耕
地

は
現
今
圭

ε
し
て
西

縄
百
度

以
東

に
在
り

ペ
ソ

シ
ル
ヴ

ア

ニ
ア
州

の
西
南

部

よ
り
凝

し
、

ケ
ソ
タ
ツ
.キ
ー
及

び

ミ
ゾ
リ
ー

の
二
州
を

経

て
中

郡
オ

ク
ラ

ホ

マ
州

に
到

り

、
北

に
輔

じ
て

北
ダ

コ

タ
州

の
中

果
に
達

し
、
更

に
南

東

に
向

ひ

ミ

ネ

ソ

タ
、
ヴ

ヰ

ス
コ
ソ

シ
ソ
及

び

ミ

シ
ガ

ン
の
.謝
州
を
経

て

出
獲

黙

に
及
ぶ
三
角
形
を

以
て
主
要
地

ε
な
す
。

此
等

.

地
方

の
面
積

は
全
國

の
五

分
の

一
に
過

ぎ
ざ

る
も
街

玉

蜀
黍

の
総
生
産

額

の
五

分

の
四
、
小
変
及

び
燕
萎

の
四

分

の
三
及

び
牧
草

の
五

分
の
三
を
生
産

し
天

然

の
地
味

の
豊
饒

な

る
こ
ご
宇
内

に
冠
た

り
。

此
等

の
地

方
を

除
き
農
耕
地

の
面
積

に
し

て
全
面
積

の
過
孚

を
青
む

ゑ

庭
は
新
約
克

州

の
中
部

及

び
西
部

、

ペ

シ
シ
ル
ヴ

ア

ニ
ア
州

の
東
南

部
及

び
之
に
接
続

せ
る

新

ジ
ヤ
ー

シ
ー
、

メ

リ
ー
ラ

ン
ド
及

び
ヴ

ア
ジ

ニ
ア
諸
.

州

の

一
部

、

・7
ン
ネ

シ
ー
州

の
ナ

ツ

シ

ユ
ヴ

イ

ル
盆
地

及

び
ナ

ソ
ネ

シ
ー
流
域

、

ジ

ョ
オ

ジ
ア
州

の

一
部

ア
ラ

バ

マ
及

び

ミ

シ
シ
ッ
ピ
ー
二
州

の
沿
岸
地
方

.

ル
イ

ジ

ア
ナ
州

の
三
稜
洲

、

テ
キ
ナ

ス
及

び

カ
リ
フ
オ

〃

轟
ア

第
十
巻

(
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六
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雑

錐

北
米
合
衆
聞
に
於
妊
る
鷹
耕
地

oρ

州

の

一
部
、
ウ

ア

シ
ソ

ト
ソ
州

の
萸
.南

部
、
オ

レ
ゴ
ン
州

の
東

北
部
#

に
之

に
接
近

せ

る
ア
イ
ダ

ホ
州

の

　
部

に

渦

ぎ
ざ

る
な
り
。

メ
キ

シ
コ
灘

及
び
南

大
西
洋

沿
岸

、

湖

畔
諸
州
艸

に
西

部
地
方

の
大
部

分
に
於
け

る
農
耕

地
.

の
割
合
は

全
町
積

の
八

分
の

　
に
も
足
ら
ざ

る
な
り

。

謹
、
不

可

耕

地

藪

に
不
可
耕

地
ε
稻
す

る
は
耕

作
す

る
償
値

な
き

も

の
及

び

　
度

は
耕

地

ε
な
り

た

る
も
後

ち
放
棄

せ
ら

れ

・下

だ

る
も

の
を
含
み
、
南
部
及

び
東

部
諸
州

に
黙

々
散

在

し
叉

メ
ー

ン
州

よ
リ

ミ
ネ

ソ
タ
州

に
至

る
加
奈
陀
園

窺

に
在

る
地
方
及

び
西

部
地

方

の
大

部
分

に
一旦
り

全
國

総

面
積

の
過
孚
を

占

む
。
斯

の
如

き
大
地
積

が
開
拓

せ
ら

.
れ
ざ

る
原

因
は
何
慮

に
在

り
や
。

抑

も
作
物

の
生
産

を
な
す

に
は
種

々
な

る
必
要
條

件

あ
り
。

先

っ
第

一
に
米
国

に
放

て
農

業
を
経
聾
す

る

に

ば
麹
其

の
他
.

呉

竹
必
典

ε
す

る
を

以
て
之
が
使
用

を

…

紡

ぐ

る
が
如
.さ
程
度

に
土

壇
が
砂

礫
な

る
か
若

く
は

丘
皿

陵

な

る
ε
き

に
耕
地

ピ
駕

し
難

し
o
西

部
地

方

の
大

部
.

分
及
び
東
部

γ
囲

う
キ
ア
ソ
山
地

万
の

一
部
が
開
拓

せ

ら

れ
ざ

る
は
其

の
原

因
姦

に
在
り
。
恐
ら

く
は
三
徳

五
.

第
+
巻

(第
六
號

=

三

)

入
四
六

.

千
萬
英
町
抄
即
ち
合
衆
国
総
面
積
の
約
五
分
の

一
ぼ
此

.

種

の
原
因
よ
り
し
て
作
物
の
栽
培

に
不
適
富
な
b
、
勿

}

論
斯
の
如
き
土
質
ε
雌
も
雨
燈
の
充
分
な
る
地
方
は
森

林
に
又
多
少
の
雨
量
み
る
地
方

は
半
季
の
放
牧
に
適
す
.

第
二
に
有
利
的
に
倖
物

を
栽
培
す
る
に
は
充

分
な
る
、

雨
量
を
必
要
ご
す
。
合
衆
囲
に
於
て
西
経
百
度
以
画
に

在
る
華
壇
地
方
に
し
て
農
地

の
少
な
き
は
雨
量
の
關
係

な
b
。

一
ケ
年
の
牛
飼
雨
量
十
二
吋
乃
至
十
五
吋
よ
b

一
少
な
き

モ
ン
タ
ナ
州
、
+
八
吋
よ
b
少
な
き
東
部

コ
ロ

・フ
ド
州
及
び
二
+
吋
乃
至
二
+
五
吋
な

る
プ
キ
サ
ス
州

の
西
部
地
方
の
如
き
は
灌
漑

の
便
開
か
る

＼
に
あ
ら
す

ん
ば
作
物

の
栽
培
は
頗
る
危
険
な
b
。
地
方
の
氣
候
及

び
土
質

の
脚
係
に
依
り
て
事
情
を
異
に
す
る
も
合
衆
国

に
於
て
作
物
を
栽
培
す
る
に
は
九
吋
乃
至
三
十
吋
の
雨

量
を
以
て
最
少
量
・こ
な
す
。
而
し
て

一
波
に
北
部
よ
り

南
部
に
進
む
に
從
ひ
漸
次
雨
量
多
し
。
塗
園
内

に
於
て

凡
⊥
ハ
倍
㈱英
町
皿少
邸
全
面
穣

の
約
一二
分
一の

一
は
雨
具毘
小
一な

き
が
矯
め
普
通
の
贋
幣

に
て
は
有
利
的

に
作
物
を
生
産

す
る
能
は
す

.
且
つ
灌
漑
の
見
込
な
き
所
な
b
。
降
雨

多
き
年

に
は
此
等
の
孚
乾
燥
地

に
於
て
も
俺
且
作
物
を



」

栽
培

し
て
時
に
大
な
る
股
盆
を
塞
げ
得
る
こ
ご
あ
り
ご

難
も
、
之
を
長
き
歳
月
を
通
じ
て
考
ふ
る
ピ
き
ば
此
等

の
地
方
は
寧
ろ
放
牧
地

ご
し
て
利
用
す

る
の
優
れ
る
に

.

若
か
ざ
る
な
b
o

作
物
の
栽
培
に
必
要
な
る
第
三
の
籐
件
は
熱
量
充
分

に
し
て
且

つ
終
電
ε
初
霜
ご
の
問
に
相
當

に
長
き
期
間

あ
る
こ
ε
是
な
り
。
作
物

の
生
長
期
間
は
地
方
に
.～豚
b

異
な
b
。
西
部
高
毫
地
方
の
大
部
分
、
ア
ジ
ロ
ソ
ダ
ツ

ク
ス
山
の
近
傍
及
び
メ
ー
ン
州

の
北
部
に
於
て
は
共
の

期
間
僅

か
に
九
十
日
以
内
に
過
ぎ
す
、
塒
こ
し
て
は
夏

季
に
於

て
も
降
霜
を
見

る
こ
ε
あ
り
。
撚
り
ご
難
も
軽

度

の
降
霜

の
如
き
は
張
健
な
る
作
物

の
栽
培
に
は
大
な

る
密
な
く
、

一
般
に
合
衆
国
に
於
て
は
他

の
状
況
が
佑
.

物
の
栽
培

に
適
す

る
ε
き
は
箪

に
熱
量
若
く
ば
生
長
期

間
の
關
係
の
み
よ
り
し
て
牧
草
、
大
夢
.
燕
婆
、
春
蒔

小
変
及
び
馬
鈴
薯
の
如
き
作
物
が
有
利
的
に
栽
培
せ
ら

れ
ぎ

る
地
方
は
極
め
て

「
小
部
発
に
過
ぎ
ざ
る
な
b
。

最
後
に
合
衆
國
に
於
て
は
土
贅
の
癖
薄
な
る
が
爲
め

現
今
の
.如

き
農
産
物

の
傾
幣
に
て
は
有
利
的

に
作
物
を

栽
培
し
得
ざ
る
土
地
顧

ゑ

り
し
。
此
等
は
寧
ろ
森
林
地
,

.

雑

燦

北
米
分
衆
國
に
於
げ
ろ
農
耕
地

.

ε
な
す
を
可
`
す
、
嵌
合
之
を
開
き
て
以
て
農
耕
地
こ

な
す
も
唐
阻
に
放
棄
せ
ら
る

、
な
り
。

一
要
す

る
に
約
十
億
莫
町
彫
即
ち
全
π
積
の
過
孚
は
地

　

評
灘
轡
麟
鍬
群
醗
慨饗
群
鰍娃

能
は
ざ
ろ
な
け
、
然
し
な
が
ら
其
の
内
四
千
萬
英
町
歩

の
沙
漠
地
方
を
除
く
の
外
は
森
林
地
及
ひ
放
牧
地

こ
し

て
は
利
用
し
得
可
し
。

四
、
未

耕

地

前
節

に
陳
述

せ
し
不
可
耕
地
の
外
改
頁
を
加
ふ
る
一こ

き
は
以
て
.農
耕
地
ε
爲
し
得

べ
き
土
地
少
な
し
ご
せ
ヂ

現
在

の
森
林
地
中
農
耕

に
逓
す
る
も
只
経
費

の
關
係
よ

よ
り
し
て
未
だ
開
墾
せ
ら
れ
ざ
る
も
の
あ
り
。
ミ

ン
ガ

ソ
、
ヴ
ヰ
ス
コ
ソ
シ
ソ
及
び

ミ
ネ

ソ
タ
諸
蛆
の
北
部
井

に
北
大
西
洋
の
沿
岸
地
方
の
如
き
熬
り
ご
す
。
又
ヴ
ア

.

ー
ジ

=
ア
州
よ
b
中
部
プ
キ
サ
ス
州

に
到

る
地
方

の
樹

林
越
は
跡
次
提
耕
地
ε
化
し
つ
・
あ
り
。
此
等
森
林
地

樹
林
地
響
を
開
き
て
以
て
農
業
に
利
用
し
得

べ
き
面
積

は
約
二
憶
英
町
渉

に
し
で
全
面
積

の
十
分
の

「
以
上
に

上
る
。

第
十
巻
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六
號
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二
三
V
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四
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雑

録
.

北
米
合
衆
国
に
於
け
ろ
農
耕
地

若
し
此
等
分
森
林
面
積
を
開
き
て
以
て
農
耕
地

ピ
し

一
農
場
の
一年
均
面
積
を
百
山
八
十
英
町
歩

蓬
見
做
す
ピ
き

は
百
二
+
五
萬
の
農
場
を
新
設
す
る
.こ
ざ
を
得
て
現
在

農
場
撒
の
約
二
割
を
摺
加
し
得

る
割
合
な
り
。
此
等

の

土
地
は
合
衆
国
民
が
將
來
農
耕
地
を
獲
得
す
る
に
當
り

最
も
重
要
な
る
瞥
{源
た
り
。
撚
り
ざ
雌
も
之
を
開
き
て

以
て
農
耕
地

こ
な
す
に
は
非
常

な
る
努
力
ε
困
苦
`
を

.畳
倍

せ
ざ
る
可

か
ら
す
し
て
、
恐
く
は
政
府

の
特
別
の
.

血

設
無
重

代
の
農
家
の
手
の
み
に
て
屋

一子

萬
の
農

・場
を
設
け
得

べ
き
五
千
萬
英
町
歩
以
上
の
農
耕
地
を
得

る
こ
ε
釜

し
困
難
な
ら
ん
。

森
林
地
に
次
ぎ
て
開
き
て
農
耕
地
ε
寫
し
得

べ
き
土

地

の
種
類
は
排
水
の
可
能
な
る
灘
潤
地
な
り
。
此
種
の

土
地
の
百
積
は
⊥ハ
千
萬
英
町
渉

に
上
り
、

一
農
場
李
均

面
積
六
+
英
町
歩
ε
な
す
冠
き
は

百

萬
の
農
場
を
設

け
得
可
し
.
圭
ε
し
て
南
部
沿
岸
の
ミ
ス
シ
ッ
ピ
ー
河

其
の
他
の
河
川
の
流
域

に
在
り
、
叉
湖
畔
諸
州
及
び
東

北
諸
州
に
於
て
も
之
を
見
.る
。
此
等
の
土
地
は
地
味
豊

饒
な
b

己
錐
も
之
が
排
水
を
施
す

に
は
頗
る
多
額
の
経

費
を
要
し
、
或
は
組
合
的
事
業
ε
し
或

は
資
本
的
企
業

第
†
巻

(欝
内
競

一
二
四
》

八
四
入

ε
な
す
の
必
要
あ
り
て
異
き
に
述

べ
た
る
⊥
ハ
千
萬
英
町

渉
の
土
地
を
完
至
に
改
頁
す
る
に
は
半
世
紀
以
上
の
歳

月
を
、要
す

べ
し
、
而
し
て
現
在
は
全
然
移
住
に
不
適
な

る
土
地
な
り
。

農
耕
地
を
撮
賑
し
得

べ
き
第
三
の
土
地

の
種
類
は
西

部
地
方
に
於
て
灌
漑
を
必
要
ε
な
す
も

の
是
な
り
。
若

し
充

分
に
水
を
供
給
す

る
こ
ε
を
得
ば
三
千
萬
英
町
歩

の
農
耕
地
を
獲
ん
。
是
れ
現
在

の
灌
漑
地
の
約
二
倍
に

し
て
、
若
し

一
九

一
〇
年
の
國
勢
調
査
に
示

さ
る
、
如

く
灌
漑
地

の
農
場
の
卒
均
面
積
八
十
七
英
町
歩
を
標
準

`
な
す

円
き
は
新
に
三
十
四
萬
の
農
場
を
設
け
得
可
し

撚
り
ε
錐
も
潅
漑

工
事
は
頗

る
多
額
の
経
費
を
要
し
、

現

に
中
央
政
府
が
此
種
の
事
業
を
行
ひ

つ
、
あ
る
土
地

の
償
.格

の
如
き
軍
に
工
事
費
に
相
當
す
る
に
過
ぎ
さ
る

も
の
多

き
に
も
拘
は
ら
す
、
土
地
の
供
.給
は
需
要
を
超

過
す
る
が
如
き
有
様
な
れ
ば
、
こ
れ
等
の
土
地
が
　九
分

に
灌
漉

せ
ら

る
、
に
は
多
く
の
歳
月
を
要
す
可
く
、
且

結
局
森
林
地
及
び
沼
澤
地

に
比
し
農
耕
地
ε
愛
す
る
も

の
少
な

か
ら
ん
。

一
九

一
〇
年

に
拭
西
部
諸
州
に
於
て

全
部
若
く
は

　
都
濃
漑
せ
ら
る
、
融
滑
揚
の
藪
は
十
山
ハ
萬



P

あ
灼
π
り
、
共
の
後
多
少
其
の
敷
.を
増
加
せ
し
も
、
暴

れ
主
こ
し
て
中
央
政
府

の
行
ひ
π

る
灌
漑
工
事
の
結
果

二
萬
七
千
戸
〔千
九
百
十
入
年
)
の
農
場
を
増
加
せ
し
が

爲
め
な
り
。

此
等
の
土
地
の
外
作
物

の
生
産
に
漸
次
使
用
せ
ら
れ

得

べ
き
土
地

の
種
類

は
東
部
地
方

の
農
場

内
に
在
番
樹

林
地
以
外
の
未
耕
地
に
し
て
主
ご
し
.て
未
だ
利
用
せ
ら

れ
ざ
.る
土
地
、
小
高
き
砂
礫
多
き
扱
牧
地
、
其

の
他
荒

屡
場
を
含
み
、
其
の
面
積
東
部
諸
州
に
於
て
の
み
五

千

萬
英
町
歩

に
よ
る
、
中
に
は
嘗
て

一
度

は
耕
作
せ
ら

れ

π
る
も
其

の
後
放
棄
せ
ら
れ
た
る
も
の
あ
り
.
若
し
今

後
も
引
続
き
農
産
物

の
贋
格
高
く
且

つ
労
働
賃
銀
に
し

て
比
較
的
低
廉

ε
な
ら
ん
か
北
極
の
土
地

の

一
部
は
必

事
や
耕
作
に
使
用
せ
ら
る
可
し
然
し
な
が
ら
其

の
面
積

は
三
千
五
百
萬
英
町
歩
帥
ち
三
分
の
二
以
上
に
上
る
こ

ざ
は
な

か
る
べ
し
。

最
後
に
乾
燥
農
業
法
の
獲
蓬
は
西
部
地
方
に
於
て
荷

回
暦
多
く
の
農
業
者
を
牧
容
せ
し
む
可
し
。
千
九
百
十

⊥
ハ
年
に
通
過
せ
し
六
百
四
[十
英
町
歩
の
放
牧
地
威
勢
法

に
依
り
土
地
の
成
分
を
出
願
し
之
が
許
可
を
得
た
る
も

雑

録

北
米
合
衆
國
に
於
け
ろ
農
耕
地

の
千
九
百
十
八
年
十
月
ま
で
に
既
に
四
萬
五
千
人
に
及

べ
り
。
此
等
の
威
分
地
は
農
業
者
の
生
計
を
維
持
す

る

に
有
望
な
b
・し
云
ふ
。

五
、
將
來
の
農
耕
地

.

合
衆
国
に
於

け
る
現
占仕
(千
九
百
十
年
)
及
び
將
來
の

土
地
利
用
の
状
態
を

一
括
し
て
示
さ
ば
左
の
如
し
。

英
町
歩

北

米
合

衆
国

の
総

面

櫨

一、巻

二
δ
0
0
δ
0
0

現
在

(
一
九

一
〇
牟

)

改

頁

地

栽

培

地欝
森
.林
地
及
樹
林
地

一 一
も農 ざも麗 なも農
の場 ろの場 すの場

群 雛)観
る.ぜ る 為 ろ

放
牧
地
及
改
頁
姫

加

へ
ざ
る
牧
草
地

署

(
δ
8

δ
8

岡=
九
δ
8

δ
8

八
隅
δ
0
0
、0
0
0

七
五
δ

0
0
δ
0
0

六
〇
〇
δ
8

δ
8

沸
(
δ
8

δ
8

豊
δ
8

δ
8

四
〇
九
、
0
0
0
、
O
O
O

七
四
聾

O
O
O
、ロ
0
0

ド
樹
林
地
　
適栽作地壇物

一

改A一
地行乾 地水地醜 土灌 一 改 頁

綴 巻管森擁 皐驀地
べ 業 ・く し布原 そ昇)(

き法 吾て地 べ 一
士 々 土 排 草 き 九

將

森
林
.地
及
樹
林
地

霧

。
に
在
る

舞
十
巻

(第
六
號

=

一五
)

八
四
九

來八
五
〇
、
O
O
O
剛
O
O
O

署
八
δ
00
δ

8

舌

、0
8

δ
8

六
Q
δ
8

δ
8

(
二
δ
00
δ
00

]一〇
〇
、
O
ロ
R

O
8

里
六
〇
δ

8
δ

8

琶
δ
8
δ
8

畠

O

'



」

,

、

　

雑

録

北
米
合
衆
国
に
於
け
ろ
農
耕
地

震
場
内
に
在
ろ

{

三
『
0
0
口
δ
OO

も
の

鵬

麗

る
馨

、・・0、。呂

沙

漠

四
〇
δ
O
O
、8

0

都
市

撹
賂
.等

四〇
δ
O
O
、
8
ロ

,
璽

'

門A

騎
西 』外東
部の に郡
譜 「 諸
州 州

放
牧
地
及
改
頁

を

乱川
へ
ざ

ろ
牧
甘
冊地

東
部
藷
州

{
、西
部
諸
州

沙

漠

都
市
道
路

等

「吾

、9
〕
O
δ
8

一吾

δ
O
O
δ
8

.

六
置

δ

O
O
、
8

0

一五
δ
8

δ
O
O

宍
0
0
δ
O
ロ
δ
0
0

一
六
δ
8

、
8
0

習

δ
O
ロ
、08

前
表
の
示
す
如
く
現
在

の
農
耕
地
及
び
將
來
開
き
て

以
て
農
耕
地

ご
な
し
得
べ
き
も
の
を
合
し
た

る
も
の
鄙

ぢ
將
來
の
農
耕
地
麹
面
積

は
約
八
億
五
千
萬
英
町
に
よ

る
呵
し
。
是
れ
全
國
絡
面
積
の
約
四
割
五
分
に
相
賞
し

恰
も
佛
蘭
西
に
於
け
る
農
耕
地
の
射

合
ε
相
匹
敵
し
、

濁
逸

の
実
れ
に
比
し
約
五

分
扶
け
低
し
。
此
等
の
諸
国

に
は
合
衆
国
の
如
く
面
積

の
約
三
分
の

一
を
青
む
る
孚

乾
燥
地

の
存
在
せ
さ
る
を
思

へ
ば
、
假
含
四
割
五
分
な

る
割
合
は
從
來
隅

へ
ら
れ
た
る
も
の
に
比
し
て
梢
低
し

ε
錐
も
此
の
推
定
は
低
き
に
失
す
る
ε
官
ふ
よ
り
は
宜
丁

ろ
高
き
に
世

智
た
り
ピ
稠
す
る
を
得
ん
。

八
億
五
千
萬
英
町
歩
の
内
約
四
億
八
千
萬
英
町
歩
は

第
十
換
唱
.
(笛
浬
ハ
號

一
一
一穴
)

八
五
〇

現
在
の
既
耕
地

に
し
て
將
凍
開
き
て
嶽
て
農
耕
地

.こ
な

し
得

べ
き
も
の
、
内
に
て
は
二
億
英
町
歩
の
森
林
地
あ

り
博
其

の
内
約
半
分
は
現
在
農
場
内
し
在

る
樹
林
地

一

億
九
千
萬
英
町
渉

の
内

に
含
ポ
赤
れ
、
排
水
工
事
を
施
し

て
改
頁
し
得

べ
き
も
の
⊥
ハ
千
萬
英
町
歩
、
灌
漑
を
要
す

る
も

の
三
千
萬
英
町
歩
、
其

の
外
東
部
の
農
場
.内
に
於

て
開
墾
し
得
可
き
も
の
井
に
西
部
地
方
に
於
て
乾
燥
農

業
法
に
依
り
て
利
用
し
得

べ
き
も
の
約
八
千
萬
英
町
歩

あ
る
な
り
。

將
來
此
等
の
夫
耕
地
が
全
部
蘭
獲
せ
ら

る
＼
曉

に
於

て
は
約
三
百
萬

の
農
場
成
立
し
、
現
在
農
場
数
の
殆
ん

ざ
五
割
を
増
加
す

る
を
得
ん
。
然
b

ご
錐
も
土
質
位
畳

盗
り
の
良
好
な
る
土
地
は
現
在
既

に
個
人
の
努
力

に
依
り

て
耕
地
ε
な
れ
る
を
以
て
將
來
開
獲
す

べ
き
も
の
は
個

人
若
く
は
政
府
に
依
5
1て
多
額
の
資
本
を
投
入
す

る
の

必
要
め
る

べ
し
。

將
來
の
不
可
耕
地
は
十
億
英
町
歩
を
稽
超
過
し
共
の

内
絶
劃
的
森
林
地

は
約
三
億
六
千
萬
英
町
捗

に
し
て
、

放
牧
地
は
六
億

一
千
五
百
萬
英
町
歩

に
土
b
主
こ
し
て

西
部
地
方
に
存
在
し
、
沙
漠
地
は
四
千
萬
英
町
歩
な
り

,



此

の
外
都
市
の
敷
地
、
道
路
鍼
追
尋
・に
現
在
使
用
し

つ

つ
あ
る
土
地
の
面
積
も
亦
約
四
千
萬
英
町
歩
に
蓬

せ
り

將
來
人
口
の
埴
加
す

る
に
從
ひ
此
の
種
の
利
用
面
積
を

漸
次
増
加
す

べ
し
〇

六
、
土
地
利
用

に
附
す

る

繹
濟
的
瞥
見

上
来
陳
述

せ
し
土
地
利
用
の
推
定
は
軍

に
土
地
が
農

業
に
適
す
る
や
否
や
.を
基
ε
し
て
諭
せ
る
も
の
に
し
て

之
が
経
済
的
.事
情
は

「
切
顧
み
ざ
り
し
な
b
。
例

へ
ば

森
林
地

の
三
徳
・一八
千
萬
英
町
歩
の
如
き
林
産
物
に
封
ず

る
国
民
の
需
要
に
慰
す

る
が
爲
め
に
は
到
隊
不
充
分
把

.

.る
を
免

か
れ
す
。
開
き
て
次
て
農
耕
地

ご
爾
し
得

べ
き

.

土
地
に
し
て
土
質
或
は
位
鼠
の
罠
好
な
ら
ざ
る
も
の
、

内̀
に
は
必

丁
や
農
耕
地
ε
な
す
よ
b
は
寧
ろ
木
材

の
生

産
に
よ
り
よ
b
有
利
的
に
利
用
せ
ら
る

、
も
の
あ
む
ん

今

一
人

一
ケ
年

の
林
産
物
消
費
額
を
極
め
て
内
輪

に
見

積
り
現
在
よ
り
漸
次
減
少
し
て
其
の
宇
額

に
至
る
こ
し

之
に
反
し
て
周
約
的
纒
騎
法
行
は
れ
て

「
ケ
年

一
英
町

渉
よ
り
の
木
材
生
長
量
を
租
多
(
見
積
り
て
三
十
三
立

方
眠
こ
な
す
も
、
將
來
の
人
目

一
億
五
千
萬
入

に
…射
し

雑

鋲

北
米
合
衆
国
に
於
げ
る
農
耕
地

て
は
少
な
く
も
四
億
五
干
萬
英
町
歩
の
森
林
地
を
有
せ

ざ
協
可
ら
.す
。
故
を
以
て
將
・來
森
林
地

の
面
積
が
一二
億

六
千
萬
英
町
歩
に
減
少
す
る
こ
ε
な
一
、
現
今
職
洲
諸
.

.

國
に
於
け
る
ご
等
し
く
農
耕
地
た
b
得

べ
き
為
の
に
し

て
爾
依
然
`
し
て
森
林
地
た
る
も
の
少
な
か
ら
ざ
る
可

し
。
森
林
地

ピ
等
し
く
作
・物
の
栽
培

に
適
す

る
も
の

＼

少
な
か
ら
ざ
る
部
分
が
天
敵
牧
地
ご
し
て
科
用
せ
ら
る

べ
し
。
現
今
合
衆
国
に
於
け

る
改
　民
放
牧
地

ε
農
耕
地

ε
の
割
合
は

「
ご
四
ご
の
比
な
り
㎡
錐
も
、
農
業
の
獲

達

せ
る
倦
國
殊

に
美
醜
及

び
北
佛
蘭
西
勢
に
於
て
は
放

牧
地
の
割
合
翼

に
大
な

り
。
.

將
來
農
耕
端
た
り
得

べ
き
三
億

七
干
萬
英
町
歩
一の
土

地

の
約
中
分
ば
現
在

の
農
場

酉
に
在
り
て
、
駄
に
政
府

の
助
.刀
を
仰
く
こ
ご
な
一
、ご
も
農
業
者
自
ら
.或
ぱ
森
林

を
伐
採
し
或
は
排
水
を
施

し
或
は
放
牧
地
を
開
獲
し
て

以
て
漸
次
農
耕
地
ビ
爲
し
得
可
し
。
現

に
千
九
百
十
四

年
よ
り
同
十
八
年
に
至
る
四
ケ
年
闘
に
此
種

の
改
頁
手

段
に
俸
b
て
璽
要
農
作
物

の
栽
培
彌
積
は
實

に
三
千
七

百
萬
英
町
歩
を
増
加
せ
り
、
足
れ
此
種
総
面
積

の
約

一

割
の
増
加
に
し
て
塗
.国
民
の
増
加
牽
を
超
過
せ
り
。
此

第
十
巻

(第
六
號

　
二
七
)

入
五
一

・

・

一一. L



騨

-
雑

録

北
米
合
衆
国
に
於
け
る
農
耕
地

の
増

加
面
積

は
恰

も
千
九
百
十
年

に
於

け

る
新

エ
ソ
グ

ー

ラ

ン
ド
、
新
約
克

、

ぺ
.ン

シ
ル
ヴ

ア

ニ
ア
、

ニ
ユ
ー
ジ

ヤ
ー

シ
ー
、
デ

ラ
ウ

エ
ア
ー
、

メ
リ
ヨ
ラ

ソ
ド
、
西

ヴ

ア
ジ

ニ
ア
、
ヴ

ア
ジ

ニ
ア
及
び
北

方

ロ
ラ
イ
ナ
の
諸
州

に
於

け

る
農
耕

地

の
面
積

ε
相

匹
敵
す
。
・

農
産

物
の
生
産

は
叉

輕
螢

の
周
約

に
潜

む

に
從

ひ
漸

次
其

の
額
を
増

加
す
。

一
英

町
歩

に
謝
す

る
主
要

農
産

物

の
生
産
額

は
玉
蜀
黍

を
除

く
の
外

は
渦
去

二
十

五

ケ

年
間

に
於
て
漸

次
増

加
の
傾
向
あ
り
。
即
ち
左
表

の
如

輩
位

プ
ソ
シ

レ

玉
蜀
暴

燕
饗

し

。華

次

一
入

六
六

一

一
八
七

〇

一
八

七

一
一

一
八

七
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変
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δ
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四
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五

ユ

馬
幻
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八
五
、
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、
吊

交
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ε
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δ
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力
六
、六

突
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一

策
妻

ミ

五

ミ

六

三

、九

=
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=
君

三
后

西

盆

一五
、
九

豆
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ご蓋

農
産
物
の
領
格
の
騰
貴
は
農
業
法
の
改
頁
及
び
脛
螢

法
の
周
約
を
促
が
し
且

つ
漸
次
劣
等
嫁
る
土
地
を
耕
作

す

る
に
至
ら
し
む
、
將
來
此
等

の
方
法
が
採
用
せ
ら
る

第
十
巻
.

〔第
六
號

　
二
八
)

入
五
二

る
や
超

せ
り
、
撚
り
ご
難
も
多
く
の
場
合
に
於
て
は
新

し
き
土
地
に
資
本
及
び
勢
力
.を
投
入
す
る
よ
b
は
、
寧

ろ
現
在
の
農
耕
地

に
之
を
投
入
す

る
に
於
て
よ
り
多
く

の
生
産
を
墨
ぐ
る
を
得

ん
。

故
を
以
て
將
來

に
於
て
も
農
耕
地

の
総
面
積
が
推
定
.

面
積

の
八
億
五
千
萬
英
町
歩
に
達
す

る
こ
ざ
な
く
、
開
-

墾
費
の
次
第

に
増

加
す
る
に
俘

ひ
土
質
の
豊
饒
な
る
も

の
或
は
位
.置

の
一良
好
【な
る
も
の
は
よ
り
周
約

に
利
用
せ

ら
れ
て
農
耕
地
の
劣
れ
る
も
の
は
放
牧
地
者
ぐ
は
森
林

地
た
る
可
し
。
此
の
種
の
傾
向
は
現

に
東
北
諸
州

に
於

て
實
際
に
之
を
目
撃
し
得

べ
し
、
即
ち
低
地

は
能
く
耕

作
せ
ら
れ

つ
＼
あ
る
も
高
地

に
在
る
農
場
中

に
は
放
棄

し
て
顧
み
ら
れ
ざ

る
も
の
あ
b
、
市
場
に
接
近

せ
る
農

場
に
し
て
土
質
の
劣
れ
る
が
爲

め
に
建
築
物
の
償
格
以

下
に
て
買
ひ
入
れ
得
る
も
の
す
ら
あ
る
有
様
な
り
。
人

口
稠
密
に
し
て
且
文
化
の
獲
廃

せ
る
西
北
隊
羅
巴

の
諸

州
に
於
て
す
ら
杢
面
積
の
約
宇
は
農
耕
地
な
b
　。
北
米

合
衆
国
に
於
て
は
現
在
既

に
雨
量
あ
る
地
方

の
約
三
割

八
分
は
改
良
せ
ら

れ
て
農
耕
地
た
b
、
若
し
將
來
合
衆

国
の
人
日
増
殖
し
て
西
北
歌
洲
諸
国
ご
同

一
の
程
度

ε

「

㌔
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な
り
た
る
曉

に
至
ら

ん
か
雨
量
あ
る
地
方
の
等
し
く
約

宇
分
即
ち
六
億
乃
至
七
億
英
町
歩
が
農
耕
地
た
る
べ
し

内

ε
見
倣
す
は
蓋
し
至
當
の
見
解
な
ら
ん
。
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